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魔法の medicineプロジェクト 活動報告書 

報告者氏名： 盛光秀之       所属：川崎市総合教育センター        記録日：２０２１年２月２１日 

キーワード： 読み書き障害、代替手段、定期テスト、 

【対象児の情報】 

・学年 中学校 3年生 

・障害名 読み書き障害（ディスレクシア，ディスグラフィア） 

・障害と困難の内容 

読み・読める文字は増えてきているが、文字ポイントが１０以下の細かな文字などになると読み取りに時間がかかる。 

書き・文字を書き写すことはできるが、文節でとらえて書くことが困難 

記憶・音声記憶に優れている 

【活動目的】 

・当初のねらい 

①本人が受験や進学先で、読み書き代替 ICTを合理的配慮として利用できるようにする。 

②対象生徒に合った学習方法を提案し、定期テストで社会・理科は６割、数学・国語は 5 割、英語は 4 割の獲得を目指

す。 

③対象生徒が自己理解を深め、充実した学校生活が送れるように心理的なサポートをする。 

・実施期間 令和２年４月～現在 

・実施者 盛光秀之 

・実施者と対象児の関係 元相談担当者 

・現在は LINEで、必要に応じて支援をしている。頻度は月に１回程度、家庭訪問は６ヶ月間で２回となっている。基本的に

本人が必要と感じたら支援を入れている。発達段階に応じて必要な情報提供や方向性は示している。 

 

【活動内容と対象児の変化】 

・対象児の事前の状況 

〇実態 

・在籍は通常学級である。 

・担当者と本人が会うのは４ヶ月に一度家庭訪問を実施しており、ほとんどが遠隔でのサポートである。 

〇読み書きの実態 

・URAWSSの結果：読み速度C、書き速度Aだった。書き速度はAだが、1文字ずつ見ながら写しているようすがあった。

また間違えが多く字のバランスも悪かった。 

・形を捉えるのが苦手なのでノートに人の倍の時間がかかり、しかも内容は覚えていない。 

・英語のアルファベットの書き取りは、努力しているが形が整わない。現在、書ける単語は極端に少ない。 

〇代替手段（ICT）の活用について 

・周囲の目が気になり、iPadを使ってのノートテイクは実施していないため現在はノートを自力でとっている。 

・定期テストは別室で iPad利用の許可を得ている。昨年度の定期テストでは使用している教科は国語のみであった。 

〇その他学習について 

・作文は苦手としていて、考えをまとめることが難しい。 

・昨年度の定期テスト結果は、理科社会は 5割程度、国語数学は 3割程度、英語は 1割程度だった。 

・吹奏楽部でサックスフォンの担当。練習を家庭でも楽しんでいる。 

〇心理面・健康面・自己理解について 
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・人柄が良く人間関係は良好である。 

・昨年度から微熱が続くことがあり、学習に集中できない状況になることがある。 

・読み書きの能力に関する自己理解は着実に進んでいるが、周囲との折り合いをつけられてはいない。 

 

活動の具体的内容と対象児の事後の変化（◎） 

①本人が受験や進学先で、読み書き代替 ICTを合理的配慮として利用できるようにする。 

4月～９月・学校見学・個別の学校相談 

・新型コロナウイルス感染症のため、学校見学は中止が多く、オンラインでの学校説明会に参加した。 

・私立の進学先の学校見学をして読み書きの配慮として ICT利用を確認したところ、心無い返事をする学校もあるようだ

が、すでに ICT利用を推進している学校があり、２つの学校に絞って進学先を検討した。 

１０月～・各学校へ配慮申請を行った結果 

 

１月末 推薦入試の合格通知が届く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左は保護者との LINEのやり取りの一部である。 

学校側にどのようにお願いしていくかを確認しながら本

人・保護者が学校との教育相談を実施した。 

配慮申請する際に準備したものは 

①これまでの支援実績 

→魔法のプロジェクト報告書、学校での様子 

②本人の意思 

→P５にある、本人の人権作文を利用 

③配慮してほしい事柄 

・ICTの日常的な利用 

・定期テストでの別室、読み上げ機能の利用 

上記を準備して学校と教育相談を重ねた結果、認めて

もらえる高等学校があり、本人も入学を希望するに至っ

た。 

＊東京都は条例で合理的配慮の提供を私立も義務と

しているが、前例がないと学校側も理解していないこと

が今回わかった。読み書き困難の対応については、今

現在も理解が不足していると感じる高等学校が多くあ

り、本人・保護者ともに対応に苦慮する場面が多かっ

た。 

 

１月末に本人から LINE でお知らせがあり、進学先の

決定を確認した。 
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②対象生徒に合った学習方法を提案し、定期テストで社会・理科は６割、数学・国語は 5割、英語は 4割の獲得を目指

す。 

⭕前期期末・後期中間定期テスト結果 

 国語 社会 数学 理科 英語 

前期期末テスト ３４点 ５４点 ４９点 ４４点 ３４点 

後期中間テスト ３６点 ７１点 ５６点 ４９点 ３５点 

 

⭕定期テスト受験時の配慮 

・定期テストは別室で iPad利用をしている。「利用しているのは office Lens＋イマーシブリーダー」、利用している教科

は国語のみである。やはり、読み上げ機能に時間がかかり、時間が足らず答案の最後の問題が空欄になっていた。時間

延長申請を早くから検討する必要性があった。 

・学校側が１．５倍拡大とルビ付きの問題用紙を準備しているので、他の教科はなんとかなると本人が言っていた。 

 

⭕学習方法 

・作文やレポートなどは PCで入力して、提出している。PCのタイピング速度が向上している。次の写真で分かる通り手書

きで書いたものとは、内容に明らかな差が出てきている。手書きで書いたものは読み直しが困難なため、同じ文章を繰り

替えし書いていることが多い。本人はPCの方が考えながら文章を書けることに気づいているので、復習などにもPCを利

用していく予定である。プリント類は、iPadに取り込んで答えを入力してプリントアウトするスキルはあるが、学校ではまだ

みんなと違うことに抵抗があるとのことなので実施していない。 
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・音声を利用した学習 

 

 

〇神奈川県立入試そっくり模試の結果 

 

〇私立模試 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進研ゼミのタブレットを使って繰り返し学習して

いるので、ある程度の知識が定着している。その他

にも英単語の音の確認のためアプリ word wizard 

を利用している。中学校３年生なってから塾に通

い、学習の習熟を深めていった。 

 

上の２枚の画像は、秋に受けた模試の結果である。両方、家庭

で音声読み上げありで PC受験をした。 

本人のパフォーマンスが高いことを証明できる結果となった。

また、本人も紙で受けるテストとの違いに気づくことができ

た。 

 

右の画像は保護者との LINEでの会話である。改めて配慮申請

の必要性を感じた場面となった。 
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③対象生徒が自己理解を深め、充実した学校生活が送れるように心理的なサポートをする。 

・本人が夏休みに書いた人権作文を以下に示す。自己理解が深まり、自分から配慮を求めることにも必要性を

感じている。これまで４年間フォローしてきたが、他との違いを受け入れ難いことも多くあった。ただ、現在

は自分を前向きに受け止められることができるようになった。 
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【報告者の気づきとエビデンス】 

中学校３年 評定結果 

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保健体育 技術家庭 英語 

２ ４ ３ ３ ４ ３ ３ ３ ３ 

以上の結果から私立高等学校の推薦入試を受けることが可能となった。 

 

考察 

・今回の模試の結果から、ICTを適切に利用できていたら国語の結果は変わっていたと思われる。日常的な授業の中で

も ICTを使える環境は対象生徒にとって必須である。 

・ICT利用や繰り返しの音声記憶で、社会や理科は安定した結果を残すことができるようになった。できたという成功体

験が他の教科にも波及していった。 

 

最後に 

進学先の高等学校では、iPadの日常利用が既に実施されており、学校指定の iPadを利用することとなる。ただ、アプリ

の利用には制限があるため、家庭からの持ち込みも可能となっている。配慮が前提となった状態で本人がどこまで能力

を発揮できるかが楽しみである。 

 

 


